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自治体ワクチン接種データを利用した
高齢者におけるインフルエンザワクチンによる神経系疾患のリスク評価

本邦では利用可能なワクチン接種データの整備が不十分であったため，ワクチンの副作用に
ついての疫学研究はほとんど行われていないという問題がある。
本研究では，某自治体のワクチン接種台帳および，個人IDにより突合された後期高齢者医療

制度・国民健康保険レセプトデータを利用し，ワクチンの安全性評価を行う。研究課題としては，
高齢者におけるインフルエンザワクチンの神経関連有害事象についてのリスク評価等を検討して
いる。
本邦においてインフルエンザワクチンの接種率は年々増加傾向にあるが，同時に副作用に対

する懸念も高まっている¹。インフルエンザワクチンの副作用としてはこれまで，ギラン・バレー症候
群などの神経症状²やナルコレプシー³のリスクとの関連性が示唆されている。これら副作用は高
齢者ほど高リスク⁴だが，高齢者ほど発症時に重症化しやすいため，65歳以上に無料でインフル
エンザワクチンを接種させるなど対策を取る自治体が多い。
本抄読会では，本研究の基本的な背景，対象集団と研究に用いるデータについて触れつつ、

研究手法として用いる自己対照研究手法（self-controlled case series）についても紹介し、初回
の解析結果を共有する。
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